
みよしまつり

いも街道

三芳町の人口を上回る来場者が一日で集まる

さつまいもの生産を担う農家が連なる街道

意外と知らない三芳町のこと。
知らないともったいない。

おすすめの行事などを一挙公開！

三芳町の特産品のひ
とつ「富の川越い
も」。その生産を担
う農家が軒を連ねる
のが「いも街道」で
す。シーズンになる
と、のぼりが立ち並
び、さつまいもやみ
よし野菜の直売が行
われます。いも街道
の詳細は広報みよし
平成 27 年 10 月号
や観光ガイドブック
で ご 覧
い た だ
けます。

三芳町の人口を超え
る４万人以上が来場
する三芳町の代名詞
「みよしまつり」。地
域がひとつになり、
ふるさと三芳町に誇
りを感じてもらうた
め、毎年９月の第一
土曜日に行われてい
ます。２千発の花火
がフィナーレを飾
り、三芳町の夜空を
彩ります。各地のお
囃子や御輿の練り歩
きなども行われ、会
場を盛り上げます。

おすすめ
ガイド

トカイナカ的な
三芳町

富の川越いもの生産者からなる三芳町川越い
も振興会の皆さん。伝統農法などを守り続け
てきたことが認められ、第 54 回農林水産祭
むらづくり部門で天皇杯を受賞しました。

みよしまつりの魅力をギュッと詰め込んだプ
ロモーション動画を YouTube で見ることが
できます。会場の雰囲気を感じて、ぜひ会場
に足を運んでみてください。

いも農家が並ぶいも街
道。けやき並木が皆さ
んを出迎えます。シー
ズンになると富の川越
いもの旗がなびく。

三芳町の夜空を彩る花火。会場からすぐそば
で打ち上げるため、音や迫力が圧巻です。

いも掘りを通じて遊ぶ、食べる、体験する。

世界一のいも掘りまつり

平成 23 年から毎年
行われている「世界
一のいも掘り大会」。
800 人以上の参加
者が約 440 メート
ルの長い畝で、さつ
まいも掘りを行うほ
か、スタンプラリー
や平地林散策など
も。東京から一番近
い町、トカイナカ三
芳町。歴史ある武蔵
野の大地で、さつま
いも掘りを楽しんで
みませんか。告知は
例年９月ごろに行っ
ています。

三芳町のさつまいも畑の土は柔らかく、スコッ
プは必要ありません。手でいもを掘ることが
できます。その感触を楽しみながら、収穫の
喜びを感じることができるイベントです。

広々とした畑の中で、さつまいもを収穫する
体験が大人気。特に小さなお子さんを連れた
家族の参加が多く、三芳町での思い出作りの
場所にもなっています。

三芳町産業祭

カブトムシ 蛍舞う、こぶしの里

木ノ宮地蔵堂縁日

様々な「オモイデヒカル」、三芳町のホタル昆虫たちはイキイキ、子どもたちはワクワク

年に４回開催される地域の縁日商・工・農の魅力がギュッと詰まったお祭り

子どものころに観た
ホタルの光。今の子
どもたちにも「地元
で」見せてあげたい
という想い。毎年ホ
タルの幼虫をこぶし
の里に放流している
竹間沢ほたる育成会
の尽力で、三芳町で
ホタル観賞をするこ
とができます。年々
来場者は増え、昨年
は一日で 1,300 人
以上がこぶしの里を
訪れました。ホタル
の情報は Facebook
いいね三芳町から。

町内各所には平地林
（雑木林）がたくさ
ん残っています。緑
地公園には、泡が立
つほど樹液があふれ
るくぬぎの木には夜
になるとギッシリと
カブトムシたちが集
まってきます。夏に
なると虫網と虫かご
を持った親子の姿が
緑地公園内で見られ
ます。スズメバチも
カブトムシが好む樹
液が大好きなので、
十分注意してくださ
い。

毎年 11 月の第２日
曜日に三芳町役場周
辺で開催される三芳
町産業祭。町内の農
産物・工業製品・商
業品が一挙に集まり
ます。美味しいみよ
し野菜の直売をはじ
め、趣向を凝らした
各出展ブースは毎回
盛り上がりをみせま
す。農家の皆さん自
慢の野菜が集結する
野菜の品評会も行わ
れるなど、三芳町の
商・工・農がこの日
一堂に会します。

毎年４月 23日・24
日と８月 23日・24
日の４日間、木ノ宮
地蔵堂で行われる縁
日。出店が並び、多
くの人が参拝に訪れ
ます。特に春の祭礼
では植木市がたち、
賑わいをみせます。
また、境内には地元
上富囃子保存会によ
る山車と囃子奉納が
あり、祭りを一層盛
り上げます。また、
この４日間だけ天井
の 107 枚の植物画
を見られます。

夏になると無数のセミの鳴き声が響きわたる
緑地公園内にカブトムシがたくさん現れます。
自然豊かな三芳町で育まれた土で育ったカブ
トムシの幼虫を探す子どもたちの姿も。

幻想的な光を放ちながら、こぶしの里を舞う
ホタル。４月に地元の小学生が幼虫を放流し、
5月下旬から６月上旬の時期に、成虫となっ
て、再会します。

賑わいを見せる縁日の様子。地元上富の住民
のほか、町外からも参拝に訪れる人も。木ノ
宮地蔵堂は子授け・安産・子育ての地蔵様と
して古くから信仰を集めてきました。

毎年産業祭に参加し、野菜の直売などのお手
伝いを三芳町広報大使の吉澤ひとみさんが
行っています。町の木を使ったクラフト作り
なども行われ、こちらは子どもたちに大人気。

みよし野菜をふんだんに使った「けんちん汁」
は毎年大人気ですぐに完売するほど。新鮮な
みよし野菜を安く手に入れることもでき、町
外からも参加する人も多い、人気の催しです。

落ち葉堆肥農法で使用される堆肥はカブトム
シの幼虫にとって絶好の寝床。地域の人は幼
虫のことをその形から「まんじゅう虫」と呼
んでいます。

何度かの荒廃や焼失などがあった木ノ宮地蔵
堂。現在の堂は1777年に再建されたもので、
本堂の中には木造の地蔵菩薩が安置され、天
井には 107枚の植物画が描かれています。

竹間沢ほたる育成会はボランティアで活動し
ています。こぶしの里の案内のほか、里内の
清掃なども定期的に行い、ふるさと三芳町を
大切に守ってくれています。
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